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CRISISデータ利用申請書

申請日： 2022年 2月 1日
所属施設： 広島大学大学院救急集中治療医学
所属施設所在地：広島県広島市南区霞1-2-3
施設長名： 志馬伸朗
申請者： 菊谷知也

申請者連絡先E-mail : kikutani@hiroshima-u.ac,.i 

利用目的（研究目的の場合は研究概要についても記載）
ICUの混雑具合の増加はICU患者の死亡率の上昇と関連することが知られている。COVID-

19は他の病態と比較して特に人的資源、 物的資源の限界が診療上の問題となりやすい病態で
あり、 先行研究で実際にCOVID-19患者によるICUの混雑具合の増加によりCOVID-19患者の
予後が悪くなる可能性が示唆されている(Bravata DM, et al. JAMA Netw Open 2021; 4: 
e2034266,)。

しかし日本のICUにおけるCOVID-19患者の患者数の増加・患者集約の程度が患者予後や治
療内容に与える影響は十分に分かっておらず、 加えてなぜICUの混雑具合が予後を悪化させ
るのかについて具体的なメカニズムは解明されていない。

利用申請するデータ項目・年度（詳細は不要）
CRISISデータベース(~2021/12/31)を使用する。

研究概要

テ ーマ

ICUでの重症COVID-19患者の混雑具合による患者予後への影響の検討

目的
日本のICUにおけるCOVID-19患者の患者数の増加・患者集約の程度が患者予後や治療内容に
与える影響を調べる。

仮説
ICUでのCOVID-19患者の混雑具合が増加すると、COVID-19患者の死亡率が高くなる。
また気管切開や呼吸器付きでのICU退室・転院が多くなる。 また、 挿管～気管切開施行まで
の日数が早まる。 腹臥位療法などの人的資源が必要な特殊な治療の施行率が下がる。DNRの
取得率が上がる。






